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第 1節 発掘調査の経緯

第 I章 発掘調査の経過

第 1節 発掘調査の経緯

西春近地区の西部開発事業 (県営畑地帯総合土地改良事業)は昭和48年度の上島, 東方部落, 昭和

49年度の東方,村岡,城,山本部落にわたって行われてきました。昭和51年度は沢渡の上段 (小字

名を眼子田原)地区が該当しました。昭和52年度は南小出,宮の原,中村部落にかけて行われ ま し

た。昭和53年度は柳沢,自沢,南小出部落が,昭和54年度は諏訪形区,昭和55年度は諏訪形と井の

久保にまたがる高遠道遺跡,井の久保にある井の久保遺跡,表木にある表木原遺跡の三遺跡が該当

しました。

発掘着工以前に南信土地改良事務所より委託する旨が伊那市教育委員会へ通知されました。市教

育委員会では,そ の件について承諾しましたので,市教育委員会を中心に,井の久保遺跡発掘調査

会を結成し, この中に調査団を含めて業務を行うことにしました。

南信土地改良事務所長と市長との間で「埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約書」を締結し,契約

後,ただちに発掘準備にとりかかりました。

第 2節 調査の組織

井の久保遺跡発掘調査会

調査委員会

委 員 長  伊 沢 一 雄  伊那市教育委員会教育長

副 委 員 長  福 沢 総一郎  伊那市文化財審議委員会委員長

委   員  赤 羽 映 土  伊那市教育委員会委員長

″    向 山 辻 雄  南信土地改良事務所長

調査事務局  三 沢 昭 吾  伊那市教育委員会教育次長

″    石 倉 俊 彦    ″     社会教育課長

″    柳 沢 一 男    ″      ″  課長補佐

″    武 田 則 昭    ″     社会教育係長

″    沖 村 喜久江    ″     社会教育主事

発掘調査団

団   長  友 野 良 一  日本考古学協会会員

副 団 長  根 津 清 志  長野県考古学会会員

″    御子柴 泰 正     ″

調 査 員  飯 塚 政 美   ″
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第 3節 発 掘 日 誌

昭和55イ 1110月 24日  本 Hよ り井の久保i量 跡発掘調査にかかる。一方では発掘器材を運搬 し, また

一方では現場が荒オl畑lに なっており,雑 ttが茂っていたので,い そいで,テ ント建設地だけらt刈 り

を実施した り,テ ントが うまく建つ ように4宦 地を行 う。

口rイ 和55イ 1110月 27日  昨 ||に り1続 いて
'十

二刈りとテント設営作業を二手に分れて行う。車はかたづけ

る場所が遠いので,仲 Fか ,)「 も大きな穴を掘 り,そ のなかで燃やすことにする。

ll召 和55年 10月 28ロ  グリットの設定を行う。 グリットは |ヤ
jか ら北へ 1～35,東から西へAヽ 1と

する。Alよ り掘 りはじめる。

口Fイ 和551110月 29日  Al.tリ グリットを ||∫ 松状に新]リ ト1ド てヽヽくと, 集|11的にロー′、マウンドが

発見され, それぞれを第 1写 , 第 2:り , 第 31J, 第 4ちJロ ー」、マウンドと名づける。

昭不|155年 11月 1日  昨 H検出された舞Jl～ 第 4号 ローノ、マウンドのプラン確認をし,勘1り 下げを

開始する。 グリット掘 りを北へ北へと進めていくと,‖1状 の遺構が発見され,第 1ぢ 溝状遺構とす

る。

IY{和 55イ 1111月 4日  第 1～第 4:}ロ ーダ、マウンドをほぼ完樹1し ,写真撮影をすませ,実測を終 f

する。掘 リドげていく段階て 1打 内では珍 しい有舌尖頭器が出 11し たQ第 1写 溝状遺構を掘 り下げて

いくと,なかから元イi通
′

|こ が出上し,中 ‖tの遺構であることが判明した。泄をへだてた北側ヘグリ

ットを入れると,黒土の落 t♪ 込みがみられ, これを第 1;」 住

"llllと

する。

昭和55年 H月 5日  第 1;」 ロームマウンドから第 41Jロ ープ、マウンドの断面をとり,写 メ〔撮影を

終 了する。溝状遺構の形態を知るために部分的に掘 リドげを実施 し,写真撮影を済ませる。γJ l写

住拒|力 Lの プラン確認と掘 り下げの実施。

ロイ{和 55年 11り 16H 第 1～ 第 4)リ ローノ、マ

ウンドの断lrlilt測 終 r, !構 1人 ,董 1性 の 1だ き‖糸冬

f。 第 1℃ ll:ILll■ の完効J及びそれの写メ〔撮影

終 了。

昭和55年 11月 7日  第 1号 fl:居llの 実測 ,

全測図の作製,テ ントのとりこわし。

(飯塚政美)

発掘風景
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第Ⅱ章 遺 構

第 1図 位置及び遺構配置図
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1マー第 1号マウンド
1住―第 1号住居址
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第Ⅱ章

第 1

第 1号住居址 (第 2図 ,図版 2)

発掘調査地区の北端部に発見され, ローム層を掘り込んだ南北 4

模を有する隅丸方形プランの竪穴住居llLで ある。壁高は北で15Cm,

Cmである。壁面の状態は全般的に外傾気味で,凹凸が多かった。

床面はところどころに凹凸があり,部分的には固いローム層のタ

は軟弱であった。床面上に多量の焼土と木炭が検出された。おそら

る。木炭の材質は大部分が栗であった。

柱穴は何本も検出されたが,その主柱穴となりそうなのは,そ の

カマ ドは東壁中央部にあり、石tiH粘土カマ ドであったと思われるが,

址居

構
　
住

泣退
　
節

i m90cm,東 西 5m25Cm程の規

南で10cm,西で25Cm,東 で数

タキが認められたが,全般的に

く火災にあったもの と思 わ れ

うちでも深いものと思われる。

現在は大部分破壊 され て い

IQ 10

§のP26~15

ご P23~23

P
@

Prg-1

∂

@pu-ro

@p,-tu
P6~12 PT13

∪
、

0         1m

第 2図 第 1号住居址実測図
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第 2節 ロームマウンド

た 。

遺物は土師器,灰釉陶器が出土し,平安時代の住居址と思われる。

第 2節 ロームマウン ド

(飯塚政美)

第 1号 ロームマウン ド (第 3図,図版 2)

発掘地区の南側の位置に検出され, ローム層面に構築され,南北 4m50Cm,東 西 4 mlocm程 の

規模で,円形状プランを呈するロームマウンドである。

マウンドの周囲には溝状の遺構が回っており,そのなかへ,黒褐色土が混入していた。マウンド

には人頭大から一抱えもする程の大石が,表面あるいはローム層面にくいこんでいた。南側の大石

には磨いた跡も認められた。これらの石は大部分が花同岩系の石質であった。遺物の出土はなく,

時代決定は不可能であった。

A

土

土

ミ褐色土

褐色土

茶褐色土
褐 色 二LIこ
黒 上 混 入
ロー ム 層

lm

第 3図 第 1号 ロームマウン ド実測図
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第 Ⅱ章 遺  構

第 2号 ロームマウン ド (第 4図 ,図版 3)

第 1号 ロームマウンドの南側に近接した位置に検出され, ローム層面に構築され,南北 3m程 ,

東西 2 mlocm程 の規模で,と ころどころで角張ってはいるが,全体的には長円形状プランを呈 す

るロームマウンドである。

マウンドの周囲には溝状の遺構が回っており,そ のなかへ,黒土が多量に混入していた。マウン

ドのなかへは少量の花同岩や細礫が含まれていた。

遺物は何も出土せず,時代決定も不明である。

第 3号 ロームマウン ド (第 5図 ,図版 3)

4個 のロームマウンド中最も北側に位置して発見され,す ぐ南側に第 4号 ロームマウ ン ドが あ

る。ローム層面に構築され,南北 2m65Cm,東 西 2面75Cm程の規模で, ところどころで,へ っ こ

んではいるが,全般的には長円形状プランを呈するロームマウンドである。

周囲には溝状の遺構が発見され,そのなかへ,黒土が入り込んでいた。第 1号 ロームマウンド,

第 2号 ロームマウン ドと比較して,本 ロームマウンドは礫や砂の混じりは少なかった。遺物の出土

は何もなく,時代は不詳。

第 4号 ロームマウン ド (第 6図,図版 4)

南側に第 1号 ロームマウンド,北側に第 3号 ロームマウンドにはさまれた位置に発見され, ロー

ム層面に構築され,南北 2m20cm,西 東 2m30Cm程の規模で, ところどころに起伏はあるが,全般

的には円形状に

近い形態をとっ

ている。

周囲には溝状

の落ち込みがみ

られ,それには

黒褐色土が充満

していた。石の

混 じ りは 少 な

く,わずかに花

同岩が混入して

いた。遺物は何

も出土せず,時

代決定は不可能

かと思われる。

(飯塚政美)

止

ｒ

ｌ

ｌ

Ｔ

Ａ
一

第 4図 第 2号 ロームマウン ド実測図
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第5図 第3号 ロームマウンド実測図

第 3節 溝 状 遺 構

第 3節 満状遺構

第 6図 第 4号 ロームマウン

ト実測図

４

Ｆ

Ｉ

寸

Ｂ
一

だ
一

牡師紐̈
一̈口・ム層

付

に

国

国

第 1号溝状遺構 (第 7～ 10図,図版 4～ 5)

本遺構は発掘調査予定地の北側の方に検出され,近 くには第 1号住居址がある。ローム層を掘り

込んで構築してあり,東西に細長く走っていた。その規模は東西は用地外であったので全部発掘が

できず不明である。南北の幅は広いところでは2m70Cm程,狭いところでは l m50Cm位 を測る。

平面プランはところどころで曲折するが全般的に帯状になっている。断面は最も西側では南壁に

中段が設けられていた。全般的にはU字形状を成していると思われる。壁面は,南,北 両 面 と も

に,細礫が混入しており,かたく,やや外傾気味で凹凸が少なかった。

底面はハードローム層中にあり,凹凸が顕著であった。底面のところどころに細礫から一抱え程

もある石が無雑作に混入していた。また,同面上には砂や細礫の堆積が多かった。遺物は底面近く

より元祐通宝が出土した。したがって本遺構は中世のものと思われる。第 7図 ,第 1号溝状遺構実

没1図 は後の袋の中へ,第 8～ 10図 の第 1号溝状遺構地層図は本文中に記載してあるので,双方を照

合 してみて下さい。

-9-
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第 Ⅱ章 遺  構
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第 1節 土器・灰釉陶器

第Ⅲ章 遺 物

第 1節 土器 。灰紬陶器

今回の発掘した土器・灰釉陶器類は数少なく,そのなかで,(第■～12図 )に記載したのが,ま あ,

どちらかと言えば良好な部類に属している。第11図 の (1)は胎土中に少量の繊維を含んでいる土

器である。色調は黄褐色を呈し,焼成は中位である。縄文早期末葉に位置づけられよう。

(2)は 幅広の縄文帯が規則正しく施されているもの。色調は黒褐色を呈し,胎土中に多量の雲

母を含み,焼成はやや良好である。縄文前期後半の上器と思われる。 (3)は沈線による龍目文と

爪形文の発達が見事なもの。色調は黒茶褐色を呈し,胎土中に少量の雲母を含み,焼成は中位であ

る。縄文中期初頭頃に位置づけられよう。

(4～ 5)は器外面にヘラ状工具施文による沈線によって懸垂文が施されているもの。(4～ 5)

はともに黒褐色の色調を呈し,焼成は中位である。縄文中期後半に位置づけられると思わ れ る。

(6)は網代底の破片である。茶褐色を呈し、焼成は良好である。 (6)は縄文後期頃に該当する

と思われる。 (7)は焼きの堅い内耳質に近い土器と思われる。黒色を呈し,焼成は極めて良好で

ある。中世に属する土器と推定できよう。

輻」職一ぼ遷ポ 「劇

0          5cm

第11図 土器拓影

第12図 の (1)は土師器の高台付の杯である。日縁径 13。 9cm,底径7.3cm,高 さ5。 4Cmを 測る。

日縁はやや外反 し,高台はやや開き気味の付け高台である。 (2)は灰釉陶器の段皿である。日縁

径14.5cm,底径8。 lcm,高 さ2.5Cmを 測る。日縁はやや外反 し、高台はやや開き,内弯気味の付け

高台,底部の削 りは中心から外へ向かってロクロ回転によって削られている。釉は底部以下, 日縁

部直下に集中して施されている。

(3)は灰釉陶器の平碗である。日縁径は15.7cm,底 径7.3cm,高 さ6.3Cmを測る。日縁はやや

外反し、胴部はかなり弯曲している。高台はやや開き,内弯気味の付け高台で,底面は中心から外

部に向かってみごとに削 りとられている。釉はほんのわずかであり,全体的に器内面に集中してい

る。

(4)は灰釉陶器の杯である。 日縁径は13.3cm,底 径6.7cm,高 さ3,4cmを測る。日縁はやや外

-11-



第Ⅲ章 遺  物

反 している。高台は外にややふ くらむ付け高台で底面は中心から外へ向かってきれいにけず りとら

れている。釉は全面に及んでいる。

0                       10Cm

第12図 土師器・灰釉陶器実測図

第 2節 土 製 品

この土製品は赤褐色を呈し,焼成は中位である。形でみる限りでは何か把手のような感がする。

頭部を上に向け,日 を開いた姿はあたかも蛇頭のように思われる。この蛇頭把手らしきものは極め

て偏平な形をとっている。この土製品は第 1号溝状遺構内より出土している。

第 3節 古 銭

今回の発掘で出土した古銭は全部で 2枚ある。第14図

の (1)は グリット内より出土した大観通宝で,鋳造年

代は中国北宋1107年である。 (2)は第 1号溝状遺構よ

り出土した元祐通宝で,鋳造年代は中国北宋1093年であ

(飯塚政美)

“

0 5cm
FETEFI

る 。
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第13図 土製品実測図



第 4節 金 属 製 品

第 1号住居址より出土した金属製品である。

の日にも鮮明な緑青が吹いている。周辺は全く

てその用途も不明である。

第 4節 金属製品

材質は青銅で長い問地中に埋没していたために緑色

欠損しているために,原長が不明である。したがっ

(飯塚政美)

第14図 古銭拓影 (1:1) 第15図 金属器実測図

第 5節 石   器 (第16図 (1～ 5),第 17図 )

打製石斧 (第16図 (1))

本遺跡出土の打製石斧は 1点を数え,下部が大きく開く撥形,硬砂岩質製である。下端部の刃部

は鋭利であ り,いかにも切れそうな様相を呈 していた。相当量の重量があ り,伐採に使用されたも

のと思われる。グリット内出土

磨製石斧 (第 16図 (4))

打製石斧同様,磨製石斧の出土は 1点だけであった。下端部は欠損し,刃部は鋭利で,小型の蛤

刃を呈 していた。石質は緑泥岩を利用してあつた。グリット内出土

剥片石器 (第 16図 (2～ 3))

2点の出土があ り,双方とも硬砂岩を用いてあった。素材は 2つ とも円礫を打ち欠いてできた粂J

片に刃をつけて使用したものである。従って,刃部の断面は鋭角になっていた。刃部の剥離調整は

(2)では雑で,(3)は割合に丁寧になされていた。グリット内出土

石錘 (第 16図 (5))

1点だけの出土であった。その打ち欠いた部分は深 く,大 きい状態を呈 し,石錘としてはかなり

の重量があ り,優品であった。石質は硬砂岩製であった。グリット内出土

有舌尖頭器 (第 17図 )

グリット内出土の有舌尖頭器である。先端部の一部と舌は欠損しているが,優品であった。やや

細身でスマー トな作 りである。調整は両面ともに入念に行われ,細長いまJ離痕が整然と走 り,押圧

祭1離技法の最高の出来ばえを実証している好資料であろう。両側縁は鋸歯状を呈 している。断面は

害J合に扁平で,青チャート系の石質であった。

―-13……

(飯塚政美)
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第Ⅳ章 ま と め

第Ⅳ章 ま と め

西部開発事業施行前に発掘調査を実施した井の久保遺跡の状況及び成果は,前述のとおりである

が,予算や,整理日数等々の問題からして,深い研究は相当長時間が必要と思 うので,こ こでは発

掘調査を進めていく段階で,ま た,調査終了後の問題点を列記して,今後の研究の参考 に資 した

い。

本遺跡の規模と立地

本遺跡地の規模は藤沢川に沿った地点が濃厚であり,こ の川より離れるに従って,遺物分布状況

は希薄となっていく。遺物の分布範囲は南北100m位,東西300m位に及んでいると推定できよう。

立地については北側では藤沢川右岸第一河岸段丘面に,東側は天竜川右岸第二河岸段丘面にはさ

まれたかっこうになっており,どの段丘崖からも多量の湧水が認められる。

集落の構成

精査面積は凡そ1,000nfであったが,そのなかに平安時代の竪穴住居址 1軒の存在を確認で きた

が,こ の住居址の構築された時代からなて,も う少し広範囲にわたって発掘調査を実施 した な ら

ば,そ の数は増加することは相違ないと思われる。現段階では項目にかかげた内容について,究明

するには資料不足の感がある。

遺構について

今回の発掘調査で検出された遺構は平安時代の竪穴住居址 1軒,時 期不 詳 のロームマウンド4

基,満状遺構 1基であった。これらの遺構の主なる特徴について列記してみると次のようになる。

(1)平安時代の竪穴住居址

ローム層を掘り込んだ竪穴住居址で,南北 4m9ocm,東 西 5m25Cmの 規模で,隅丸方形プランで

あった。本住居址は火災にあったとみえて柱や屋根の桁や垂木に利用したと推定できる栗材の炭化

物が検出された。栗材を利用することはその材の耐久性が長いことをすでに経験的に知っていた事

実を実証してくれる。

(2)ロ ームマウンド

4基検出された。第 1号 ロームマウンドの規模は南北 4m50Cal,東 西 4 mloclll,第 2号 ロームマ

ウンドは南北 3m,東西 2 mlocm,第 3号 ロームマウンドは南北2m65CIll,東 西 2m75Cm,第 4号

ロームマウンドは南北 2m20CIll,東 西 2m30Clllで あった。

(3)満状遺構

全面発掘ができなかったので,長さは不明であった。幅は広いところで2m70Cm,狭 いところで

l m50Cm位 であった。断面はU字形状で,南側に一部分中段が設けられていた。この段を有するの

は南北朝頃の際立った特徴と考えられている。このような類例は上伊那郡下では駒ケ根市 の赤 須

城,箕輪町の南城にみられている。いずれにしろ中世の城郭に関係した遺構と思われる。現段階で

は堀址か,用水路的な満かは不明であった。この遺跡付近は建長 3年 (1251)2月 6日 小井三能綱
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の譲状には次のように記されている。『柳沢の堺ハ,ゐ の窪のはそみち,たかのすを見あつへし,

ひかしハ,よ こ道をさかい,みなみハ,藤沢川をきる水の立とまりまて,そのうちに御作山本より

外に余所ある間敷候』

遺物について

今回出土した土器は縄文早期末葉の茅山式,縄文前期後半の諸磯式,縄文中期初頭 の平 出3A

式,縄文中期後半の加曽利E式,縄文後期中頃の加曽利B式,中世の内耳土器であった。灰釉陶器

は全て10世紀後半から11世紀前半頃に位置づけできよう。土製品は勝坂期にみられる蛇頭のように

思われる。古銭は全て北宋銭であり,明銭の出土が 1枚 もないことは時代決定において大いに期待

がもてる。金属製品の用途は不明であった。ただ,青鋼製品が出土したことは特殊な住居址と考え

られよう。

伊那市内の平安時代の住居址については17頁から21頁の第 2表に項目に添ったまとめ方をしてあ

るから今後平安時代の研究に活用してくれることを期待します。最後にこの発掘調査に予算面及び

日程等に御指導を賜った長野県教育委員会文化課指導主事関孝一氏,現場での調査の便宜をとりは

からって下さった南信土地改良職員一同及び地元の土地改良役員の方 ,々さ らに直接発掘調査に手

をわずらわせた調査員の諸先生並びに作業員の各位に対し,深 く感謝致す次第であります。

(飯塚政美)

―…16-―



第 1表 伊那市内に於ける平安時代住居址一覧表

山 の 根

4.7 1棗得労竜

考所住

隅丸方形

隅丸方形

カマ ドと
その位置

不明
西壁中央
やや南寄 り

石組粘土
東壁中央

石芯粘土
東壁中央

481ユ 41栗墨攀夫
4.8 15.0 石組粘土

束壁中央

第Ⅳ章 ま と め

カマ ドと思われる所に細礫が密集
していた

火災にあった

火災にあった

3号住の上に貼床にある

2号住の下にあり

カマ ドは13個 の自然石で組まれ ,

袖石の一部は取 りはず してない
天丼石の保存はよい

カマ ドは20個以上の自然 石 で 組
み,粘土とロームを多量に使用

最初のカマ ドは北壁中央にあ り,

後で移動 して現在地となる

床面北と南縁に周溝あり,カ マ ド
は東側より西側へ移動した

黒土層中に構築,煙道は完全に保
存,西壁下に焼土あ り,鉄製紡錘
車出土

小礫混りの黄褐色石質土を掘り込
んで構築

遺物が床面覆土から大量に出土

柱穴 6本,床面は50Clll位 の貼 り床

わりあいに整った住居址

第 3層褐色砂質土を基盤とする

黒陽色土層に掘り込まれ貼 り床で
ある

11号住に切られる

西春近諏訪
,杉 菖 蒲 沢 1号 隅丸方形

西春近柳沢

西春近沢渡

号

　

号

4.0

5.5

3.83

5,7

眼子田原 1号 隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

石組粘土
西壁中央
やや北寄 り

破損 し焼土
のみ
西壁

石組粘上
東壁中央

石組粘土
南西隅

石組粘土
東側中央

石芯粘土
西壁中央

石組粘土
西壁中央

号

　

号

3.8

4.9

3.4

4.651`][[中央
251躍

rl●
A・

南 丘 A

西春近白沢
名 廻 南

西春近官の
原

西春近城

常輪寺下

1 号
1隅

丸方形

1号

2 号

隅丸方形

隅丸方形

1号 形

宮 の 原

百 駄 刈 5 号 隅丸方形 4.65

5.0

5.7

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

方  形

4.23

4.4

3.45

3.45

土
央
寄

粘
中
南

組
壁
や

石
束
や

形

　

形

方

　

方

号

　

号

10号

4.1

4.6

4.42

3.9

4.48

3.4

4.10

4.75

粘土カマ ド
(少量の石)

東壁中央

石組粘土
東壁中央

石組粘土
(小石多量)

西壁中央

石組粘土
東壁中央

隅丸方形
13.95

土
央

粘
中

組
壁

石
東

号

　

号

上
①

条
ω
　
″

北
の

隅丸方形

隅丸方形

3.75

5.6

西春近山本

―-17-―

北側に周溝あ り
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住  所 遺跡名
址
号

居住
番

プラン
規模 (m)

南北 1東西

カマドと
その位置 考備

西春近山本 北条 (下
の段)(2)

″

″

1号

2号

3号

12 号

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

5.15

2.9

3.7

5.0

5.4

3.5

3.75

4.15

石芯粘土
北壁中央

不明
西壁

石組粘土
西壁中央
やや南寄 り

石組粘土
西壁中央

破壊がひどい

6号住と切り合い関係で北及び東
壁の存在は不明

4号, 5号,11号住を切って構築
してある

南側壁外に柱穴 3本一直線上にあ
り,北側には 2本 コー ナ ーにあ
る

城  平

″
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″
　
　
　
″
　
　
　
″
　
　
　
″

号

2 号

3号

4 号

5号

6 号

7号

8 号

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

方  形

明不 不明

3.84

4.19

3.2

4.3

5.5

4.85

3.55

不明

4.7

4.65

3.43

4.35

5.2

4.53

3.9

不明
西壁

石組粘土
東壁中央
やや南寄 り

石組粘土
西壁中央

石組粘土
東壁中央

石組粘土
西壁

石組粘土
西壁中央

石組粘土
西壁中央

石組粘土
東壁中央

破損の為花闇岩の袖石と火床の一
部を残す外全体プランは把握でき
ない

北壁破損,床面はロームの叩きで
ある

北壁及び南壁沿いに浅い周溝が設
けられている

耕作による撹乱がひどい。西壁に
沿う全面と南北壁の一部にV字状
の周溝

カマドの残存状態はやや良好

北壁沿いに周溝あり

南壁沿いにのみ周溝あり

壁の裾に東壁の一部を除いて周満
あり

山本田代

″

″

1号

2 号

3号

4  fチ

5号

6号

方  形

方  形

方  形

方  形

方  形

形方 5。 8

4.8

4.0

3.7

5。 1

4.0

6.6

4。 1

4.2

3.4

5.0

4.6

石組粘土
西壁

石組粘土
西壁

石組粘土
北壁

石組粘土
東壁北隅

石組粘土
西壁

石組粘土
西壁

四囲に周溝あり,床面中央からや
や東寄 りに石囲みの炉あり,遺物
が非常に多い

黒褐色土を掘 り込んで構築

柱穴は壁外に 6本

5号住に西側を切られる。床面黒
色土多い

4号住を切る。柱穴は壁外に 9本

床は細礫混りの土層を掘り込んだ
為不良で,柱穴は不確認

西春近上島 上  島 4 号 隅丸方形
石組粘土
西壁
やや南寄 り

伊郡下小沢 月 見 松 36 号

37  ザ計

39  ザ計

46  1計

方  形

方  形

方  形

方  形

4。 3

4。 15

3.7

4.5

4。 1

4.35

4.8

3.7

石芯粘土
西壁中央

石芯粘土
東南隅の壁

壁

土
央

上
の

粘
中

粘
隅

芯
壁

十心
南

石
西

石
東

暗褐色土層中に構築

火災にあった住居址で,木炭の遺
物が豊富である

暗褐色土層中に構築

暗褐色土層中に構築

-18-



遺跡名
住居力L

番 号

規模 (m)
カマ ドと
その位置南ゴヒ

|

東西

1 号 1隅丸方形

金 鋳 場

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

伊那下小沢 月 見 松

伊 ■ll平 沢 九山清水

伊 那 横 山

西箕輪中条 宮 垣

西箕輪羽広

中 の 原

8号 1隅丸方形

第Ⅳ章 ま と め

カマドに多量の礫使用,柱穴はカ
マド側壁 2本,床面 2本,壁外 5

本

住居址が火災にあい,炭化した家
屋材の多くは中心に向って焼け落
ちている

東壁から南壁にかけて周満あり,

南東隅に古いカマド跡あり

国分期Ⅲ,石帯の出上

13号住を切る

8号住に南側と西側を切られる

23号住を切って構築

火災にあったと思われる。又破壊
がひどい

1号住を切 り, 3号住 に 切 られ
る

2号住を切る

礫混りの暗褐色上を掘り込んで構
築,緑釉陶器出土

礫混りの暗褐色上を掘 り込んで構
築

礫混りの暗褐色土を掘り込んで構
築,緑釉陶器出土

礫混りの暗褐色土を掘り込んで構
築,吹子,鉄滓の出土

11号 ,12号,13号住に切られる

礫混りの暗褐色土を掘り込んで構
築

礫混りの暗褐色土を掘り込んで構
築

礫混りの暗褐色土を掘り込んで構
築

礫混りの暗褐色上を掘り込んで構
築

礫混りの暗褐色土を掘り込んで構
築

13号 住に切られる

13号 住を切つて構築

12号住に切られる

67号

68f計

69号

105号

5.1

5.05

6.55

3.65

5.6

5.25

5.5

2.02長 方 形

13号 1隅丸方形

17号 1隅丸方形

隅丸方形

隅九方形

4.3  1 3.95

石組粘土
南東隅

石組粘土
南東隅

石組粘土
北壁

石組粘土
北壁東寄 り

石組粘土
西壁中央

石組粘土
北壁

石組粘土
西壁中央

石組粘土
北壁

石組粘土
東壁中央

石組粘土
西壁北寄 り

不明
南束の隅

石芯粘土
西壁中央

石組粘土
東壁中央
やや北寄 り

不明

不明
東壁中央

石芯粘土
西壁中央

石芯粘土
西壁中央

石芯粘土
東壁中央

不明

不明

不明

不明

石組粘土
南壁中央

石組粘土
西壁中央

伊 胸 山寺
1鳥

居 原
|

土
央

粘
中

組
壁

明

石
東

不

号

　

号

号

　

阜
り
　

号

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

6.2

4.55

5。 3

3.65

不明

不明

6.4

3.8

4.9

4。 1

不明

4.2

4。 1

4。 2

4.2

不明

不明

不明

不明

5.0

4.30

不明

不明

不明

3.4

4.1

3.9

不明

不明

4.8

4.0

3.9

不明

不明

不明

不明

4号

5 号

6号

7号

8号

9号

10号

11 号

12号
13 号

1号

2 号

6.1

4.6

西箕輪中条 吹子の破片多量に出土
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遺跡名
址
号

居住
番

″
|

カマ ドと
その位置

福 島 1福 島 A11号

2 号

3号

4号

5号

;cll[

8 号

9  1チ

10 号

;DII:[

13 号

14 号

15 号

″ B116号

17 号

方  形

方  形

長 方 形

長 方 形

台  形

台  形

方  形

長 方 形

長 方 形

方  形

方  形

方  形

台  形

正
形方

不
長

不  明

長 方 形

方  形

2.8

5.5

不 明

2.9

5.5

5.2

不 明

6.2

3.7

石芯粘土
南東壁中央

石芯粘上
北西壁の中
央 よりlm
西寄 り

石芯粘土
北西壁中央

粘土
北西側壁中
央

粘土
北西壁ほぼ
中央

石芯粘土
東壁中央

石芯粘土
西壁中央

粘土
東壁中央
やや北寄 り

不明
西壁

石芯粘土
東壁中央

石芯粘土
西壁ほぼ中
央

中
土
壁
　
　

央

　

央

粘
側

　
　
中

　

中

芯
東

　

土
壁

土
壁

石
南
央

粘
東

粘
東

Zく 明

中

　
　

隅

土
壁

　

土
北

粘
側

　

粘
の

芯
西
　
　
十む
壁

石
北
央

石
東

北東並びに北西側壁下に周泄あ り

住居の拡張 (約 lm)の跡が見 ら
れた。周溝なし

4号住を約1井程切 り構築

3号住に約半分切 られる。周満な
し

周溝なし,鉄製品, 紡 錘 車, 刀
子,鍬先及び土錘出土

北,東,西側壁下に周溝あり

全面貼床,四囲に周 溝 あ り,鉄
斧,刀子,餃具,鉾出土

10号 住の西側を一部切 り構築,四
囲に周満あ り,刀子出土

周溝は認められなかった。火災に
あった住居,10号住の下に重複 ,

8号住に切 られる。鎌,刀子,帯
先金具出土

9号住上に構築 し, 1部 8号住に
切 られる

四囲に周溝あ り,刀子,石帯出土

13号 住により破壊される。刀子出
土

12号 住の東壁を壊 して 周 築,北
東,西壁下に周溝あ り,刀子,鉄
鏃出土

北,東,南壁下に周溝あ り

14号 住により束半分以上破壊され
る

周溝が四囲にあ り, ピンセット状
鉄器,刀子出土

周溝は四囲にあ り,鉄鏃,釘出土

隅丸方形

方  形

隅丸方形

隅丸方形

4.6

8.72

5.42

5.36

5.1

8.84

6.4

5.95

石芯粘土
東壁中央

石芯粘土
東壁中央

石芯粘土
東壁中央

石芯粘土
東壁北隅

2号 , 3号住を切って構築

3号住に切られ, 4号住を

1号住に切 られ, 2号住を切る

8号住を切

号
る

１
切

し床貼に上
築

住
構

号
て

５
　
つ

富県北福地 1御 殿 場 12 号 方  形

石芯粘土
カマ ドに土
器片使用
北壁

懲:[露艶墨鷺意「農#ギ蒼1署
鏃出土

―…20-―
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住  所 遺跡名
址
号

居住
番

プラン
規模(m) カマ ドと

その位置 考研青
肩可Jヒ 東 西

富県北福地 御 殿 場 不  明 不  明 不 明 不 明 不 明

富県南福地 小 御 堂 1号

2号

方  形

長 方 形

3.88

6.1

3.7

4.48

石組粘土
南壁の東隅

石組粘土
北壁中央

旧カマ ドは西壁の北寄 りにあり

火災にあった住居亀L,北壁中央に
カマド状の遺構が見られた

富県北福地 根木谷中
畑

″

″

1号

2 号

3号

4号

6号

隅丸方形

方  形

隅丸方形

長 方 形

長 方 形

3.9

4.70

不明

5。 16

不明

3.66

4.67

１
　
　
明

　

明

３
．
　

不

　

不

寄

土
央

土
南

粘
中

粘
の

組
壁

組
壁

石
北

石
西
り

石組粘土
西壁の南寄
り

石組粘土
北束の隅

石組粘土
束壁中央

カマドが壁を切り込んで構築して
ある

3号住を拡張して 2号住を構築

4号住に貼床して構築

2号 , 3号住に貼床されている

火災にあった住居址
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一　
遺
跡
全
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遺跡地を南側より眺む

遺跡地を東側より眺む
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第 1号住居址

第 1号 ロームマウント
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四
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第 4号 ロームマウント
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第 i号溝状遺構
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第 1号溝状遺構地層



図
版
六
　
遺
物
出
土
状
況

石器出土状況

石器出土状況

石器出土状況

古銭出土状況

灰釉陶器出土状況灰釉陶器出土状況
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出
土
遺
物

土 師 器

灰釉陶器杯

灰釉陶器碗

灰釉陶器段皿

銭金 属 製 品
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井 の久保遺跡
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